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静
岡
市
駿
河
区
平
沢
に
あ
る
平
沢
の
観
音
さ
ん
参
道
石
段

徳
川
家
康
公
の
墓
所「
久
能
山
東
照
宮
神
廟
」

ロープウェイなら、名勝日本平から、わずか５分。
家康公の眠る聖地、久能山へ──。

日本平ロープウェイ  ☎ 054-334-2026（静岡鉄道株式会社 日本平ロープウェイ営業所）　http://ropeway.shizutetsu.co.jp
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梅ヶ島温泉で、一番古くから営業している老舗。

ホテル 梅薫楼 ☎ 054-269-2331

宿泊 1名から、送迎 2名から。静かな山の宿。

旅館 さつき苑 ☎ 054-269-2010

静かで眺望の良い温泉旅館。

梅の家旅館 ☎ 054-269-2050

加温なしの源泉掛け流し。エレベーターあり。

清香旅館 ☎ 054-269-2048

料理自慢、伝統あるいにしえの温泉旅館。

泉屋旅館 ☎ 054-269-2030

源泉掛け流しの内湯と露天風呂。

旅館 いちかわ ☎ 054-269-2157

風・林・火・山の湯、貸切風呂としてご利用可。

湯の島館 ☎ 054-269-2032

梅ヶ島温泉で一番小さい温泉宿。

民宿 力休 ☎ 054-269-2317

C/I、C/O、何時でも。BBQ・そば打ち体験可。

民宿 湯の華 ☎ 054-269-2253

掛け流し露天風呂もある、現役猟師の温泉宿。

旅館 よしとみ荘 ☎ 054-269-2202

お食事、おみやげ、日帰り温泉「虹の湯」。

湯元屋 ☎ 054-269-2318

濃い温泉。 富士山

新東名「新静岡I.C.」 車で約50分
梅ヶ島温泉

静岡市
静岡市葵区梅ヶ島（県道29号線の終点）
http://www.umegashima.net

☎054-269-2525（梅ヶ島温泉観光組合）

ど
こ
よ
り
も
濃
い
温
泉
体
験
。

＊写真の源泉洞窟「岩風呂」は、通常は衛生
　管理のためガラス越しにご覧いただけます。
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静
岡
平
野
の
南
側
、
駿
河
湾
に
せ
り
出
す
よ
う

に
し
て
広
が
る
有
度
山
。
最
高
地
点
を
標
高
３
０

７
メ
ー
ト
ル
と
す
る
丘
陵
で
、
山
頂
の
日
本
平
に

は
、
清
水
港
と
富
士
山
を
望
む
日
本
で
も
指
折
り

の
絶
景
が
広
が
る
。

　
「
平
沢
の
観
音
さ
ん
」
で
知
ら
れ
る
平
澤
寺
は
、

こ
の
有
度
山
の
懐
、
谷
間
を
流
れ
る
吉
田
川
に
沿
っ

た
映
画
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
の
ど
か
な

里
山
の
中
に
あ
り
、
千
三
百
年
と
い
う
時
の
流
れ

を
越
え
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

平
澤
寺
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
の
和
銅
年
間
（
西
暦
七
〇
八
ー
七
一
五
年
）、

行
基
上
人
が
こ
の
地
に
立
ち
寄
り
、
お
堂
を
建
て
、

自
ら
彫
っ
た
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
た
こ
と
に
よ
り

始
ま
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

行
基
上
人
と
い
う
人
は
、
天
智
天
皇
七
年
（
西

暦
六
六
八
年
）、
今
の
大
阪
府
堺
市
に
生
ま
れ
、

十
五
歳
で
出
家
し
て
飛
鳥
寺
に
学
び
、
仏
教
の
布

教
が
ま
だ
禁
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
人
々
の
身
分
に
関
わ
ら
ず
広
く
布
教
活

動
を
し
て
、
幅
広
い
層
か
ら
大
き
な
尊
敬
を
集
め

た
聖
人
だ
。
朝
廷
と
は
一
時
対
立
も
し
た
が
、
行

基
自
身
に
反
体
制
の
意
図
は
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
、
大
き
く
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
偉
業
が

認
め
ら
れ
た
め
、
朝
廷
も
行
基
の
活
動
を
制
限
す

る
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
む
し
ろ
そ
の
力
を
活

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

あ
ま
り
に
偉
大
な
僧
侶
だ
っ
た
た
め
、
全
国
各

地
に
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
残
っ
て
い
る
が
、
駿
河

国
有
度
郡
だ
っ
た
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
い
う
の
は

実
話
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
何
し
ろ
、

一
度
の
み
な
ら
ず
、
少
な
く
と
も
二
度
訪
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

二
度
め
と
い
う
の
は
、
和
銅
年
間
か
ら
数
年
後

の
養
老
二
年
（
西
暦
七
一
八
年
）
と
伝
え
ら
れ
る
。

当
時
ま
だ
十
八
歳
の
皇
子
だ
っ
た
聖
武
天
皇
の
病

気
が
悪
化
し
た
の
で
、
諸
国
の
社
寺
で
平
癒
祈
願

を
お
こ
な
う
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
安
倍
川
の

中
流
域
に
あ
る
足
久
保
の
法
明
寺
に
、
怪
し
い
光

を
発
す
る
楠
の
巨
木
が
あ
る
と
聞
き
、
行
基
上
人

は
そ
の
巨
木
か
ら
七
軀
の
千
手
観
音
像
を
彫
っ
て

駿
河
国
の
七
か
寺
に
安
置
し
た
。
そ
の
一
軀
が
、

こ
こ
平
澤
寺
の
観
音
堂
に
も
残
っ
て
い
る
と
さ
れ

る
の
だ
。

　

聖
武
天
皇
は
五
十
五
歳
ま
で
長
生
き
を
し
た
と

い
う
か
ら
、
駿
河
の
七
観
音
が
役
に
立
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
の
も
事
実
な
の
だ
ろ
う
。

　

観
音
像
そ
の
も
の
は
、
御
開
帳
が
七
年
に
一
度

と
い
う
か
ら
、
直
接
拜
む
こ
と
は
滅
多
に
か
な
わ

な
い
が
、地
名
に
も
な
っ
て
い
る
こ
こ
平
沢
の
地
は
、

理
想
郷
と
呼
び
た
く
な
る
ほ
ど
の
優
し
さ
に
満

ち
、
い
つ
も
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
。

有
度
山
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

平
沢
の
観
音
さ
ん

駿
河
七
観
音（
安
倍
七
観
音
）霊
場

特集

←
こ
の
山
門
を
く
ぐ
っ
た
ら
、→
石
段
を
観
音
堂
へ
。

高福山法明寺 静岡市葵区足久保奥組1043

大窪山徳願寺 静岡市駿河区向敷地689

布袋山自在院平澤寺 静岡市駿河区平沢50

慈悲山増善寺 静岡市葵区慈悲尾302

補陀落山鉄舟寺（旧久能寺） 静岡市清水区村松2188

鷲峰山霊山寺 静岡市清水区清水大内597

瑞祥山建穂寺 静岡市葵区建穂2丁目12-6
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山
之
神

静
岡
県
立
美
術
館

カ
フ
ェ
３
６
９

草
薙
神
社

草
薙
球
場

　
平
沢
観
音
に
向
か
う
道
の
途
中
、
静
岡
ク
レ
ー
射
撃

場
の
手
前
（
北
側
）
に
、
小
さ
い
な
が
ら
も
特
別
な
オ

ー
ラ
を
発
す
る
神
社
が
あ
る
。
久
能
山
東
照
宮
参
道
石

段
の
入
口
に
あ
る
石
鳥
居
を
形
を
変
え
ず
に
か
な
り
小

ぶ
り
に
し
た
鳥
居
に
は
「
山
之
神
」
と
の
み
扁
額
が
あ

っ
て
、
傍
ら
の
ひ
と
き
わ
小
ぎ
れ
い
な
石
碑
に
は
、
徳

川
家
の
紋
章
で
あ
る
葵
の
ご
紋
と
と
も
に
「
寄
進　
石

段　
紀
州
徳
川
家　
徳
川
剛　
昭
和
三
十
七
年
四
月
吉

日
」と
あ
る
。
現
在
の
紀
州
徳
川
家
第
十
九
代
ご
当
主
は
、

徳
川
宜
子
さ
ん
と
い
う
天
皇
陛
下
の
は
と
こ
に
あ
た
ら

れ
る
方
で
建
築
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
が
、
徳
川

剛
さ
ん
と
い
う
人
は
先
代
に
あ
た
る
。

　
こ
の
神
社
が
こ
う
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
大
昔
の
こ
と
で
、
二
つ
の
謎
の
祠
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
の
だ
そ
う
だ
。
村
人
た
ち
は
、
そ
の
祠
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
何
度
も
災
難
に
見
舞
わ
れ

て
き
た
。
そ
れ
を
発
見
し
、
何
と
か
囲
い
を
つ
け
て
祀

っ
て
か
ら
は
、
そ
の
災
難
も
な
く
な
っ
た
の
だ
と
、
鳥

居
横
の
「
山
の
神
由
来
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ご
祭
神

は
大
山
祇
神
と
さ
れ
る
が
、「
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
」
は
、「
大

い
な
る
山
の
神
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　
駐
車
場
は
な
い
の
で
、徒
歩
で
の
散
策
が
お
す
す
め
だ
。

　
知
る
人
ぞ
知
る
、
日
本
プ
ロ
野
球
の
聖
地
。
昭
和

九
年
十
一
月
二
十
日
、
伝
説
の
豪
速
球
投
手
澤
村
榮

治
が
、
こ
の
球
場
で
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
や
ル
ー
・
ゲ

ー
リ
ッ
ク
ら
野
球
の
神
さ
ま
た
ち
を
相
手
に
、
堂
々

１
失
点
と
い
う
熱
投
を
見
せ
た
の
だ
。
こ
の
時
澤
村

は
ま
だ
十
七
歳
。
二
年
後
に
は
日
本
に
も
プ
ロ
野
球

が
始
ま
っ
て
澤
村
も
巨
人
軍
で
活
躍
し
た
が
、
昭
和

十
九
年
十
二
月
、
わ
ず
か
二
十
七
歳
で
戦
死
。
澤
村

の
背
番
号
「
14
」
は
巨
人
軍
の
永
久
欠
番
と
な
り
、

日
本
プ
ロ
野
球
の
神
と
し
て
今
も
語
り
継
が
れ
る
。

　
県
立
大
学
や
県
立
中
央
図
書
館
が
集
ま
る
地
区
に

あ
っ
て
、
無
料
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
る
嬉
し
い
美
術

館
。
屋
外
の
現
代
彫
刻
と
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
絵
画
作
品
は
無
料
で
鑑
賞
で
き
、
二
階
の
企
画
展

と
ロ
ダ
ン
館
の
み
有
料
。「
ふ
じ
の
く
に
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る
静
岡
県
な
の
で
、
富
士

山
を
題
材
に
し
た
作
品
も
多
い
。
静
岡
市
内
の
美
術

館
が
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、
東
京
の
よ
う
に
行
列

に
並
ぶ
必
要
が
な
い
と
こ
ろ
。
近
く
に
は
古
墳
群
と

と
も
に
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。

　
日
本
武
尊
が
東
国
遠
征
の
時
、
反
政
府
軍
か
ら
火

攻
め
に
遭
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
天
叢
雲
剣
を
使
い

草
を
薙
ぎ
払
っ
て
逆
に
火
攻
め
に
し
て
や
っ
つ
け
た

と
い
う
神
話
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
草
薙
」
の
地
名
と

な
り
、
こ
こ
に
日
本
武
尊
が
祀
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
天
叢
雲
剣
は
草
薙
の
剣
と
も
呼
ば
れ
、
こ

の
神
社
の
御
神
体
だ
と
い
う
が
、
名
古
屋
の
熱
田
神

宮
に
移
さ
れ
た
と
も
い
う
。
熱
田
神
宮
は
景
行
天
皇

四
十
三
年
（
西
暦
一
一
三
年
）
で
、
こ
ち
ら
は
同
五

十
三
年
（
西
暦
一
二
三
年
）
の
創
建
だ
。

　
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お
す
す
め
し
た
い
隠
れ

家
的
カ
フ
ェ
。
小
さ
な
建
物
な
が
ら
気
持
ち
の
良
い

吹
き
抜
け
や
薪
ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ
て
、
お
い
し
い
コ

ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
疲
れ
も
忘
れ
て
元
気

に
な
る
。
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
フ
ク

ロ
ウ
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
同
じ
鳥
で
も
、

ペ
ン
ギ
ン
、
ダ
チ
ョ
ウ
、
フ
ク
ロ
ウ
に
つ
い
て
は
、

別
類
に
分
類
し
た
く
な
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
そ
も

そ
も
鳥
類
を
な
め
た
ら
あ
か
ん
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。
平
沢
散
策
に
は
是
非
立
ち
寄
り
た
い
。

有
度
山
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
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東海
道本
線

東海
道新
幹線

東光寺

草薙球場
（日本プロ野球の聖地）

カフェ369
静岡県立美術館

山之神

平沢観音
平澤寺

大谷ゴルフ場

舞台芸術公園
日本平動物園

遊木の森

日本平
ゴルフクラブ

日本平ホテル

日本武尊像

日本平山頂

日本平ロープウェイ
日本平駅

屏
風
谷

日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

東名
高速
道路

◀静
岡イ
ンタ
ー

SBS
通り
（南
中央
通り
）

池田
街道

流
通センター

通り

南幹
線

北街
道

石
田
街
道

産
業
館
西
通り

大
谷
街
道

日
本
平
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

久能山東照宮
久能山東照宮博物館

石鳥居
かどや宝台院別院

（旧照久寺）
大江戸温泉物語
すんぷ夢ひろば

久能山東照宮
参道石段

静岡クレー射撃場
静岡縣護國神社

静岡県立中央図書館

静岡県立大学

静岡大学

登呂遺跡

アピタ

駿河区役所

SBS・静岡新聞社

八幡山公園

静岡聖光学院

静岡英和学院大学
日本平パーキングエリア

小鹿公園

グランシップ

静岡競輪場

マッケンジー邸

天神屋
天神の湯

小鹿の森公園

草薙神社

鉄舟寺
（旧久能寺）

龍華寺

静岡市立清水病院

ベイドリーム
IAI日本平スタジアム

船越堤公園

日本平
パーク

ウェイ

清水港

◀静
岡駅

静
岡
鉄
道

長沼

柚木

春日町

古庄

県総合運動場

1

150

150

150

三
保
松
原
方
面

エスパルスドリームプラザ↑

有 度 山 清
水
区

駿
河
区

葵
区

日本平ロープウェイ
久能山駅

ツインメッセ静岡

済生会病院

イトーヨーカドー

南警察署

静岡農業高校

南郵便局

梅ヶ
島温
泉方
面

徳川家康ミュージアム
（不定期公開）

静岡県埋蔵文化財センター

久能
海岸
石垣イ

チゴ狩
り

久能
海岸
石垣
イチ
ゴ狩
り

JR東静岡駅
マークイズ

駿河総合高校

県立美術館前

科学技術高校

駿  河  湾
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有
度
山
周
辺
図

う

ど

や
ま

●本号掲載スポット

平沢観音

山之神

草薙神社・静岡県立美術館・カフェ３６９・草薙球場

日本平・日本武尊像

日本平ホテル

久能山東照宮
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日
本
が
ま
だ
連
合
国
占
領
下
に

あ
っ
た
昭
和
二
十
五
年
、
運
輸
省
、

文
部
省
、厚
生
省
、国
鉄
、Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連

合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
が

後
援
し
、
毎
日
新
聞
が
主
催
し
て
、

「
新
日
本
観
光
地
百
選
」
が
選
定
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

山
岳
、
平
原
、
温
泉
、
滝
、
海
岸
、

河
川
、
都
市
、
湖
沼
、
渓
谷
、
建
物

と
い
う
十
の
部
門
が
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
第
十
位
ま
で
を
葉
書
に
よ
る

人
気
投
票
で
決
め
た
の
だ
が
、
７
５

５
０
万
と
８
５
４
票
と
い
う
応
募
総

数
の
中
か
ら
、
こ
こ
日
本
平
が
平
原

の
部
で
見
事
第
一
位
と
な
っ
た
。
同

年
十
月
十
一
日
の
毎
日
新
聞
紙
上
に

結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
年
春
に
発
行
さ
れ
た
記
念
切
手

の
図
案
を
見
る
と
、
日
本
平
の
絶
景

は
六
十
五
年
前
と
い
く
ら
も
違
わ
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
一
高
い
富

士
山
、
日
本
一
深
い
駿
河
湾
、
三
保

半
島
、
清
水
港
、
茶
畑
と
い
っ
た
モ

チ
ー
フ
は
、
清
水
港
が
い
く
ら
輝
か

し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
て
も
損
な
わ

れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
だ
。

絶
景
の
丘
、日
本
平
。

に

ほ
ん

だ
い
ら

有
度
山
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

記念切手「新日本観光地百選」
昭和26年4月2日発行

日本武尊像　日本平の名は日本武尊から来ている
日本平から望む朝焼けの赤富士
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日
本
平
ホ
テ
ル久

能
山
東
照
宮

　
富
士
山
が
見
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
。

冬
場
は
比
較
的
見
え
や
す
い
も
の
の
、
冬
だ
か
ら
と
い
っ
て
見

え
る
と
も
限
ら
な
い
し
、
夏
だ
か
ら
と
い
っ
て
見
え
な
い
と
も

限
ら
な
い
。見
え
な
か
っ
た
と
い
っ
て「
日
ご
ろ
の
行
な
い
が…

」

と
反
省
す
る
の
は
私
た
ち
の
美
徳
だ
が
、
行
な
い
の
悪
い
人
だ

っ
て
見
え
る
時
は
見
え
る
。
そ
ん
な
身
も
蓋
も
な
い
こ
と
を
考

え
て
も
仕
方
な
い
か
ら
、
と
に
か
く
絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
足
繁
く

通
う
こ
と
に
な
る
。
で
き
れ
ば
場
所
も
確
保
し
て
じ
っ
く
り
臨

み
た
い
。
日
本
平
ホ
テ
ル
な
ら
、
富
士
山
側
は
客
室
ま
で
眺
望

を
意
識
し
た
つ
く
り
だ
か
ら
、
見
え
た
時
の
感
動
と
富
士
山
へ

の
感
謝
の
念
が
ひ
と
き
わ
大
き
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

有
度
山
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

「
風
景
美
術
館
」

に
っ

ぽ
ん

だ
い
ら

石
段
か
ら

エントランスロビーから望む富士と清水港。ガラス張りのこの窓から見る景色は、日本一といっていいだろう。

エントランス側の外観富士山と清水港側の外観

客室の窓もガラス張りで眺望は抜群。

カフェでティータイム

　
日
本
平
か
ら
日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
険
し
い
屏
風
谷
を

渡
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
わ
ず
か
５
分
で
久
能
山
東
照

宮
に
到
着
す
る
。
運
賃
は
大
人
往
復
千
円
だ
が
、
日
本
平
側

に
無
料
の
駐
車
場
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
高
く
な
い
。

　
そ
れ
で
も
久
能
山
東
照
宮
の
神
主
さ
ん
た
ち
は
、
毎
日
石

段
を
登
っ
て
お
ら
れ
る
し
、
山
下
の
有
料
駐
車
場
に
車
を
駐

め
て
登
る
参
拝
客
の
表
情
も
明
る
い
。
石
段
は
建
造
物
と
し

て
の
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
、
駿
河
湾
の
眺
望
も
尊
い
も
の
だ
。

　
昨
年
の
御
鎮
座
四
百
年
大
祭
で
、
一
層
身
近
に
な
っ
た
感

の
あ
る
久
能
山
東
照
宮
に
は
、
東
照
大
権
現
と
な
っ
た
徳
川

家
康
公
が
今
も
眠
っ
て
お
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、『
余
ハ
此

處
ニ
居
ル
│
す
ん
ぷ
特
別
版
』
を
ご
一
読
願
い
た
い
。

この石鳥居が石段のスタート地点

昨年久能と大谷の自治会によって修復なった築地塀

登りきって一ノ門から見る駿河湾とイチゴハウス

建造物としての規模を誇る久能山東照宮参道石段。登りの所要時間は速い人で15分、途中たっぷり休憩しても30分ぐらいだ。
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すんぷ特別版

衝
撃
の
事
実
！

德
川
家
康
公
の
墓
は
、

や
は
り
久
能
山
だ
っ
た
。

ヨ

コ
コ

ヲ

余
ハ
此
處
ニ
居
ル

編
集
部
よ
り
お
知
ら
せ

　
『
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
〜
す
ん
ぷ
特
別
版
〜
』（
右
書

影
）
絶
賛
発
売
中
！
。（
税
込
定
価
３
２
４
円
）

　

現
在
、
左
記
３
店
に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

★
か
ど
や
（
久
能
山
下
、
石
鳥
居
前
）

　
静
岡
市
駿
河
区
根
古
屋
４
０
４
の
１
の
１

★
静
岡
物
産
商
会
（
国
１
川
辺
町
交
差
点
近
く
）

　
静
岡
市
葵
区
常
磐
町
３
丁
目
４
の
１
３

★
湯
元
屋
（
梅
ヶ
島
温
泉
の
温
泉
街
）

　
静
岡
市
葵
区
梅
ヶ
島
５
２
５
８
の
１
３

　

次
号
２
０
１
６
年
夏
号
も
駿
府
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
を
特
集
！ 

５
月
20
日
大
安
吉
日
発
行
で
す
。
梅
ヶ

島
温
泉
の
旅
館
・
民
宿
ほ
か
に
て
無
料
配
布
し
ま
す
。
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平沢の観音さん

山之神

草薙神社・静岡県立美術館・カフェ３６９・草薙球場

有度山周辺図

絶景の丘、日本平。

日本平ホテル「風景美術館」

久能山東照宮　石段から
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ネットでも読める！▶　　http://sumpu.net 駿府ネット

有度山のパワースポット
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